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研究主題 
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教諭 白尾 隆 

第１ 主題設定の理由 

現行の学習指導要領では、「主体的な学び」、「対話的な学び」、「深い学び」の三つの視点に立って授業

改善を行うことが示されている（１）。また、主体的・対話的で深い学びの実現をめざして授業改善を進め

るに当たり、特に「深い学び」の視点に関して、各教科等の学びの深まりの鍵となるのが「見方・考え

方」であると述べられている。小学校学習指導要領国語編には、「言葉による見方・考え方を働かせ、言

語活動を通して、国語科で正確に理解し適切に表現する資質能力を育成することをめざす。」と明記さ

れている（２）。 

しかしながら、本学級において、研究を始める年度初めの段階で主体的・対話的で深い学びに至ってい

ない点が見られた。具体的には次の２点である。 

１点目は、考えをもつことができない児童が多い点である。また、考えをもつことができても詳しく

書くことができず、結果的に書けた内容が浅い読みにとどまっていることも多かった。 

２点目は、考えを深める話し合いが難しい点である。考えを深められるよう、話合いを行なっている

が、考えをもつことができても自分の考えに自信がもてない児童が多いため、話合いを通し、児童に考

えを深めさせることができていなかった。 

このような実態を踏まえ、主体的・対話的で深い学びの実現をめざし、自分の考えをもつことができる

児童、友だちとの交流の中で考えを深められる児童を育成していきたいと考えた。そこで研究主題を「児

童同士の交流を通して考えを深められる読むこと（文学的文章）の授業をめざして」と設定した。 

本研究において、文学的文章における「考えを深める」とは、多種多様な考えに触れ、自分の考えを

見直したり、再度構築したりすることだと考える。 

そして、上記の課題を解決する上で、「考えをもつ」、「交流する」、「見直す」という指導過程で授業

を展開していくことで考えを深めていくことにつながると考え、検証授業を行い、成果と課題を明ら

かにしていくことにした。 

第２ 研究仮説 

 

 

 

第３ 研究の内容と方法 

１ 基礎研究 

① 学習指導要領における「深い学び」 

「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 総則編」（文部科学省）では、「主体的な学び」、

「対話的な学び」、「深い学び」の視点から授業改善を図ることが重要であると述べられている（３）。そし

て、この三つの視点を手掛かりに質の高い学びを実現し、学習内容を深く理解し、資質能力を身に付

け、生涯にわたって能動的（アクティブ）に学び続けるようにすることが求められている。田村(2018)

は、「深い学び」について、子どもたちが習得・活用・探究を視野に入れた各教科等固有の学習過程（プ

 「考えをもつ」、「交流する」、「見直す」という授業展開で授業を展開していくことで児童は考えを

深められるだろう。 

 



「児童同士の交流を通して考えを深められる読むこと（文学的文章）の授業をめざして」 

2 

 

ロセス）の中で、それまでに身に付けていた知識や技能を存分に活用・発揮し、その結果、知識や技能

が相互に関連付けられたり組み合わされたりして、構造化したり身体化したりしていくことと考えるこ

とができると述べている。また、「深い学び」の実現のためには、身に付けた知識や技能を活用したり、

発揮したりして関連付けることが大切になると述べた上で、「深い学び」の実現に向かうような確かな

学びになっているかどうかが極めて重要であるとしている（４）。以上のことから授業改善をしていく中

で、習得から活用や探究に至る深い学びを実現することが重要だと言える。 

② 国語科における「考えを深める」 

それでは、国語科、特に｢読むこと｣の領域で｢考えを深める｣ということは、どういうことなのだろう。

学習指導要領では、主体的・対話的で深い学びの実現をめざして授業改善を進めるに当たり、特に「深

い学び」の視点に関して、各教科等の学びの深まりの鍵となるのが「見方・考え方」であると述べてい

る（５）。それを踏まえ、「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 国語編」（文部科学省）では、

国語科の目標として「言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語科で正確に理解

し適切に表現する資質・能力を育成することを目指す」している。また、具体的に「言葉による見

方・考え方を働かせるとは、児童が学習の中で、対象と言葉、言葉と言葉の関係を、言葉の意味、

働き、使い方等を着目して捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めることであると考えら

れる。」とある（６）。以上のことから、国語科では、言葉に注目していくことが大切だと読み取るこ

とができる。つまり、子どもたちが言葉にこだわって理解したり、言葉にこだわって表現したりす

ることで、｢言葉による見方・考え方｣を働かせた深い考えを導き出せるようになるのである。｢読

むこと｣の学習において言葉に注目し、言葉にこだわることは、叙述に注目し、その叙述の意味を考

えることから読みを広げ、深くしていくことと言えるだろう。 

③ 文学的文章の読みにおいて｢考えを深める｣ 

 鶴田(2003)は、文学的文章の授業で何を教えるかという国語科指導の基本的な考え方として、教

材内容、教科内容、教育内容の三層構造を提唱している（７）。 

 教材内容とは、教材固有の内容を指す。作品の中に登場する人物や作品の主題など「作品を教え

る」ことである。物語のあらすじをつかんだり、心情や人物像を読み取ったり、テーマを捉えたり

することがこれに当たると考えられる。 

 教科内容とは、国語科の基礎となっている文学表現の原理や方法など「読みの技術」である。起

承転結の物語の展開のモデルや情景描写を読むことで反映されている心情をつかむことができる

ことなどが例として挙げられる。 

 教育内容とは、人間の真実や本質、生き方など価値的な部分も含んだ国語の枠組みを超えて指導

していくものである。物語を読んで、友情の在り方について考えたり、戦争文学を読んで平和につ

いて考えたりすることがこれに当たる。 

 この３つの内容を用いて、鶴田(2003)は、この三層構造を包摂した学習を行うことが重要だと述

べている（８）。筆者のこれまでの経験によると、教材を教えることにとらわれてしまうと｢教材内容｣

だけを指導する授業になってしまい、何となく浅い、深みのない授業になっていたように感じる。

そして、学年にもよるが、｢教科内容｣や｢教育内容｣にも少し踏み込んでいくと、より深い読みにつ

ながるように感じていた。そこでこれらのことを踏まえ、この三層構造を包摂した授業をしていく

ことが深い学びに繋がると考えた。 
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④ 低学年における「考えを深める」 

 「小学校学習指導要領（平成２９年告示）解説 国語編」（文部科学省）では、低学年段階では次

の事項を身に付けることができるよう指導することが明記されている（９）。 

ア 時間的な順序や事柄の順序などを考えながら、内容の大体を捉えること。 

イ 場面の様子や登場人物の行動など、内容の大体を捉えること。 

ウ 文章の中の重要な語や文を考えて選び出すこと。 

エ 場面の内容と自分の体験を結び付けて、感想をもつこと。 

オ 文章の内容と自分の体験とを結びつけて、感想をもつこと。 

カ 文章を読んで感じたことやわかったことを共有すること。 

以上のことを身に付けさせることができるよう指導していくのであるが、これらの指導事項をど

う指導したら実際に子どもたちに能力として身に付けさせられるかを、さらに具体的に指導の仕方

について考えるなかで掘り下げていく。 

土居（2022）は「２年生全員に保障したいのが「叙述をもとにする」ということです。低学年の

子どもは、読みの授業において往々として自分の空想になりがちです。」と述べている。低学年にお

いても叙述に目を向けることが重要だと言える。低学年であっても、叙述を基に読むことで、上記

の指導事項の獲得や定着につながるのだと考えられる（10）。 

また、上月(2023)は、低学年の子どもが学習に「楽しさ」を見出すかどうかということは、決し

て見落としてはならない重要なポイントと主張している。そして、深い学びは「達成させる」べき

ものではなく、かけがえのない一人一人の子どもの個性的な学びの過程に求めるべきものと述べて

いる（11）。つまり、低学年において「深い学び」に重点を置きつつ楽しみながら学んでいけるように

することが重要であり、そのため、楽しんで読むことをしているなかで自然と｢深い学び｣に到達す

るのだというスタンスで授業に臨むことが必要だと言うことだろう。 

 

⑤ 考えを深められる授業構成の提案 

考えを深められる授業を実現させるため、上記の①から④にお

いて、習得したことを活用できるような場面をつくること、低学年

であっても叙述に注目しながら読むこと、教材内容の読みから教

科内容、教育内容の読みに広げていくこと、楽しみながら読むこと

を前提とすることが重要であることが分かった。そこで、本研究で

は、それらの要素を取り入れ、具体的な指導法として、「考えをも

つ」→「交流する」→「見直す」の流れで授業を展開していくこと

が考えを深めていくことに繋がると考えた。 

「考えをもつ」とは、叙述をもとに自分の考えをもつことであ

る。考えを深めるためには、まず自分の考えをもつためにじっくり

と考えることが重要だと考える。考えをもつ手掛かりになるよう、

叙述に目を向けさせ、ワークシートに自分の考えをまとめること

ができるようにしていきたい。 

「交流する」とは、ペア交流や全体交流を通し、友だちの考えを触れることである。考えを深めること

ができる全体交流をするためには、ペア交流に力を入れることが重要だと考えた。そこで、全体交流の

図１ 考えを深めるための授業構成 

① 考えをもつ 

・音読 

・かくにんタイム（叙述を抜き出す。）（精査・解釈の時） 

・じっくりタイム（考えをワークシートに書く） 

 

② 交流する 

・こうりゅうタイム 

（ペア活動→全体交流で多種多様な考えに触れる。） 

 

③ 見直す 

・じっくりタイムプラス 
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前にペア交流を取り入れる。ペア交流では、自分の考えを書くことができた児童からランダムにペアで

交流をし、終わり次第新しいペアを作り交流を行う。全体で発言をすることに抵抗がある児童も交流で

きると考える。また、全体交流で安心して自分の考えを発表できるようにしたいと考えた。三浦(2021)

は、ペア交流について「子ども自身が必要性を感じていないところで「交流しましょう」と呼びかけて

も、価値のある意見交流は生まれません。結局のところ、交流の必然性を引き出しながら、話し合いの

場を適宜最善な方法でデザインしていく必要があるのです。」と述べている(12)。そのため、「交流する」

では、児童に必然性を感じられるような工夫をしていく。具体的には、「交流する」の手だてで述べる。 

「見直す」とは、交流をした上でもう一度自分の考えを見直すことである。交流で多種多様な考えに

触れ、「見直す」時間をとることによって、自分の考えが変わったり、より自信をもったりできると考え

た。この流れでじっくりと考えることが考えを深めていく授業に繋がると考えた。 

なお、低学年期では、「見直す」ためには、「考えをもつ」と「交流する」を重点的に、力を入れるこ

とが「見直す」に繋がると考える。そこで、「考えをもつ」ことと「交流をする」ことの手だてを重点的

に考え、授業実践を行った。 

 

２ 調査研究 

本研究では、以下の方法で調査研究を実施した。 

（１） 考えを深められる授業について今までの実践を振り返り、整理し、新たな実践を構築する。 

（２） 考えを深められる授業構成を取り入れた授業実践を行う。 

（３） 児童が記入をしたワークシートの記述内容を分析する。 

（４） 検証授業の実施の前後にアンケートを行い、結果を分析する。 

 

３ 授業研究 

（１） 研究主題に迫る取り組み 

① 「考えをもつ」手立て 

（ア）「かくにんタイム」 

「かくにんタイム」とは、本時の主発問を考える際に手掛かりとなる叙述を確認したり抜き出したり

する時間である。考えをもつことができない理由として、考えの基になる手掛かりが少ないと考えた。

そこで、「かくにんタイム」を設け、本文に注目させる時間をとる。叙述から離れた空想の読みになりや

すい低学年だからこそ叙述に目を向ける時間が効果的だと考えたのである。 

（イ）「じっくりタイム」 

「じっくりタイム」では、登場人物の気持ちなどについてじっくり考え、ワークシートにまとめる活

動である。メーターやグラフを用いて視覚的にわかりやすいようにし、児童が考えをもちやすいように

する。「かくにんタイム」と「じっくりタイム」で行ったことは、ワークシートにまとめるようにした。

「かくにんタイム」で叙述に目を向けさせ、「じっくりタイム」では、叙述を基に登場人物の気持ちを考

えさせたいと考えた。 

②「交流する」ための手立て 

（ア）「こうりゅうタイム」 

「こうりゅうタイム」は、「じっくりタイム」でもった考えを交流する時間である。「こうりゅうタイ

ム」では、ペア交流と全体交流を行う。「見直す」につながる全体交流をするために、ペア交流と全体
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交流に力を入れ、多種多様な考えに触れられるようにできると考えた。そのための手立てとして、３

点を挙げる。  

（イ）話合いの流れを掲示する。 

多様な考えに触れるためには、ペア交流や全体交流を何のためにするのか目的

 感をもって話合いに取り組むことが大切だと考えた。そこで、ペアや全体での交

 流の前に、話合いの流れを児童に伝え、板書に掲示するようにした（写真１）。 

（ウ）リアクションの話型 

ペア交流と全体交流で友だちの考えを聞く際に、リアクションしながら話を聞ける児童を育成する

ために、リアクションの話型を作成した。この話型を通し、友だちの考えを聞く時に、友だちの考え

と自分の考えを比較しながら聞き、多様な考えがあることに気付くことができると考えた。また、リ

アクションを通し、「聞いてもらえる」と感じさせ、安心して自分の考えを言える雰囲気の学級づくり

に繋げられると考えた。 

（エ）いいねシール 

いいねシールとは、ペア交流で考えを聞く際、友だちの考えを聞いて、よい考えだと感じたところ

に丸いシールを貼る活動である。単にシールを貼るだけでなく、よい考えだと思った「部分」にシー

ルを貼るようにすることで、友だちの考えの細部にまで注目し、考えながら聞くペア交流をしていく

ことにも繋がると考える。 

 

③「見直す」ための手立て 

（ア）じっくりタイムプラス 

ペア交流や全体交流をした上で、もう一度考える時間を設定した。このことにより、ペア交流と全

体交流をした上で、もう一度自分の考えを見直し、考えることができると考えた。 

 

④その他の取り組み 

（ア）朝学習 

 朝学習では、挿絵の並び替えの活動を行った。文学的文章では、構造と内容の把握で本文の流れ

を児童に理解させることが大切だと考え、朝学習の時間を用いて挿絵の並び替えの活動を行った。

学習用端末を用いてミライシードのオクリンクを用いて、共有や比較の機能を使用し、自分の考え

と友だちの考えを比べられるようにした。 

 

（イ） 叙述や挿絵をよりイメージしやすくする取り組み 

 第８時では、児童が叙述をよりイメージできるよう等身大のおおかみの絵を教室側

面に掲示した（写真２）。教科書に出てくるきつねの身長が児童の身長ぐらいだった場

合おおかみの大きさは約２メートル近くの大きさになる。その場合の実際のおおかみ

の大きさを教室に貼り、自分と比べることでより、きつねの心情により共感しながら

考えをもてるようにした。 

 

 

 

写真１  

写真２  
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３ 検証授業（令和６年 11月実施） 

 第２学年「くりかえしに気を付けてとうじょう人物の様子を読もう（「きつねのおきゃくさま」）」

の検証授業を実施した。全ての授業で「考えをもつ」、「交流する」、「見直す」という授業展開で行っ

た。単元計画は補助資料に掲載する。 

（ア） 実践の概要 

① 検証授業の本時の流れ 表１ 

時間 学習活動 ○指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

導入 

（５分） 

１前時の振り返りを行う。 

 

 

 

 

２めあての確認をする。 

 

 

 

○前時の児童のワークシートを紹

介し、一〜三場面でひよこ・あひる・

うさぎに対する思いが強まってい

ることを想起させる。 

 

展開 

（35分） 

３四場面の音読をする。 

 

 

４かくにんタイム 

きつねはどのように戦い

どうなったのか本文の叙述

を抜き出す活動を通しきつ

ねの行動を確認する。 

 

５じっくりタイム 

おおかみと戦っていた時

きつねは心の中でどんなこ

とを考えていたのか考え、

ワークシートにまとめる。 

 

 

６こうりゅうタイム 

①ペア活動を行う。 

 

②全体交流を行う。 

〇どうしておおかみと戦ったのか

考えながら音読をさせる。 

 

〇きつねが自分からおおかみと戦

ったことを確認する。 

 

 

 

 

 

〇等身大のおおかみの絵を児童に

見せ、きつねになりきって気持ち

を考えさせる。 

〇机間指導を行い、本文の叙述を基

に考えを書くことを声掛けする。 

 

 

〇ワークシートを書けた人からペ

ア活動を行う。 

 

〇きつねがどんなことを考えてい

たか発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考、判断、表現】 

文章の内容と自分の体験を結

び付けて感想をもっている。 

（発言・ワークシートの記

述） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

登場人物の行動を基にすすん

で様子を考えている。 

（個別学習・話し合いの様

子） 

まとめ 

（５分） 

７じっくりタイムプラス 

学習を振り返る。 

○今回の授業で思ったこと感じた

ことをワークシートにまとめさ

せる。 

 

 

どうしてきつねはおおかみとたたかったのか考えよう。 
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② 児童のワークシートより 

 ワークシートの考察として児童の読みを期待するレベルの指標を作成した。それを基に授業分析

を行った。 

表２               ※この読みの観点は、指導教授の石丸憲一先生が作成した。 

観点 スタートレベル 全体目標レベル 探究レベル 

意味の一般化 全くの動物の話と

して読む 

自分に当てはめて

読む 

人間一般の話に置

き換えて読む 

心情の理解 きつねの立場また

はひよこ、あひる、う

さぎの立場から心情

を読む 

ひよこ、あひる、う

さぎの立場からきつ

ねの心情を読む 

３匹ときつねの気

持ちの絡みを考えな

がら読む 

３匹ときつねの関係 食べる⇔食べられ

る＋３匹はきつねを

大事に思っている 

食べる⇔食べられ

る＋互いを思い合っ

ている 

食べる⇔食べられ

る＋互いを大事なも

のと思っている 

表３ 

観点 スタートレベル 全体目標レベル 探究レベル 

意味の一般化 ０％ 18.2％ 81.9％ 

心情の理解 27.3％ ０％ 72.7％ 

３匹ときつねの関係 18.2％ ０％ 81.8％ 

 意味の一般化・３匹ときつねの関係では、約８割、心情の理解では、約７割の児童が探究レベル

の読みをすることができていた。また、全員の児童が自分の考えをもてるようになった。 

ワークシートでは、自分の考えをワークシートいっぱいに書くことができている児童が多数いた。

全児童の中から５人紹介する。抽出児童は、学力がさまざまな児童から選んだ。 

Ａ児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四場面の 

挿絵 

四場面の 

きつねの 

表情 
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ワークシートいっぱいに自分の考えを書くことができている。「やさしい、親切、かみさまみた

い」と言われ、うれしい気持ちになったから今度は自分が守りたい」と叙述から考えをもつことが

できている。 

Ｂ児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ児は、きつねになりきって考えをもつことができている。教室の壁面に掲示した絵を基に自分

より大きな相手と戦っていることを理解し、きつねの怖さを共感し、考えをもっている。また、同

時に叙述から３匹のために戦う思いを感じ葛藤していることを理解している。 

 

Ｃ児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四場面の 

挿絵 

四場面の 

きつねの 

表情 

四場面の 

挿絵 

四場面の 

きつねの 

表情 
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 Ｃ児もきつねの葛藤から考えをもてている。また、友だちの考えにたくさん触れ、いいねシール

をたくさんもらうことができている。加えて、いいねシールの活動に加えて良いと思ったところに

赤鉛筆で線を引いてもらったり、花丸を書き合ったりしている姿が見られた。 

 

Ｄ児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｄ児は、第６場面できつねが死ぬことを知っている上で、きつね自身の命を落としてでも、３匹

の動物達の命を守りたいという思いをきつねになりきって考えをもつことができている。 

 

Ｅ児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四場面の 

挿絵 

四場面の 

きつねの 

表情 

四場面の 

挿絵 

四場面の 

きつねの 

表情 
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 Ｅ児はきつねになりきり、３匹の動物に話しかけるように考えをもち、ワークシートに書くこと

ができている。また、積極的にペア交流を行い、友だちの考えに触れることができている。 

 

 ６人の抽出児童のワークシートから見て分かるように、多様な考えをもつことができている。ま

た。ペア交流では、いいねシールをきっかけに楽しんで積極的に交流する姿が見られた。 

 

③ 全体交流での様子 

写真３ 

自分よりも大きい相手と戦うことは怖いが、叙述に「ゆうきがりんりんとわいた」とあるから勇

気がわいたことや、３匹は家族や親子、友だちのように大切な仲間だから守りたいという考えが出

てきた。 

また、自分は死んでもいいから３匹を守りたいという意見や「やさしい、親切、かみさま」の次

は英雄と言われるかもしれないから守りたいなどという考えが出てきた。 

ペア交流の後に全体で交流をすることで、多種多様な考えに触れることができた。 

 

④ アンケートの結果から 

本単元では単元の実施前と実施後に本学級の全児童を対象にアンケートを記録した。結果は以下

の通りである。 

（ア）国語の学習意欲について 

国語の学習に関する意識 実施時期 あてはまる 
どちらかといえば

あてはまる 

どちらかといえば

あてはまらない 
あてはまらない 

国語の学習が好き 実施前 50％ 9.1％ 13.6％ 27.3％ 

実施後 70.8% 20.8% 8.3% 4.2% 

国語の学習が得意 実施前 27.3％ 27.3％ 31.8％ 13.6％ 

実施後 66.7% 20.8% 8.3% 4.2% 

国語の学習の内容がよく

分かる 

実施前 31.8％ 18.2％ 36.4％ 13.6％ 

実施後 83.3% 12.5% 0% 4.2% 

実施前では、この学級の約半数が、「国語の学習が好き」「国語の学習が得意」「国語の学習の内容が

よくわかる」という質問に約半数が「どちらかといえばあてはまらない」「あてはまらない」と回答して

いる。しかし、実施後は約９割の児童が「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」に回答されてい

四場面の 

挿絵 
四場面の 

きつねの 

表情 



「児童同士の交流を通して考えを深められる読むこと（文学的文章）の授業をめざして」 

11 

 

る。このことから、「きつねのおきゃくさま」の単元を学習することで、より考え、考えたことを基に活

発に交流することで、理解することができ、国語を好きになった児童が多くなったと考えられる。 

（イ）考えをもつことについて 

 本学級には自分の考えをもつことが苦手な児童が多くいた。特に、自分の考えをもつことができず、

口頭で話を聞き、書き言葉にしてゆっくりと読み上げないと書けない児童や手本を書いてあげないと自

分の考えを書くことができず、個別の対応が必要とする児童が数名いた。また、自分の考えを「面白か

った。」などの一文でしか書けない児童が学級の３分の１程度いた。しかし、「きつねのおきゃくさま」

ではほとんどの児童が自力で考えをワークシートいっぱいに記述することができるようになった。また、

叙述を基に自分の考えをもつことができるようになった児童も多くなった。その結果、ワークシートを

書くことが好きな児童や自分の考えをもつことができる児童を増やすことに繋がったと考える。 

（ウ）交流について 

国語の学習に関する意識 実施時期 あてはまる 
どちらかといえば

あてはまる 

どちらかといえば

あてはまらない 
あてはまらない 

話合いをすることは好き 実施前 54.5％ 18.2％ 0％ 27.3％ 

実施後 95.8% 0% 4.2% 0% 

話合いをすることはとて

も役にたつと思う 

実施前 81.8％ 9.1％ 0％ 9.1％ 

実施後 95.8% 4.2% 0% 0% 

友だちが自分の考えを聞

いてくれるのはうれしい 

実施前 59.1％ 9.1％ 0％ 31.8％ 

実施後 79.2% 12.5% 8.3% 0% 

友だちの考えを聞くこと

は楽しい 

実施前 72.7％ 13.6％ 4.5％ 9.1％ 

実施後 75% 25% 0% 0% 

ペアでの話合いで自分の

考えをつたえることがで

きる 

実施前 59.1％ 18.2％ 0％ 22.7％ 

実施後 
79.2% 20.8% 0% 0% 

 話合いをすることが好きという質問では、１名を除き全員が話合いをすることが好きだと回答し

た。ペア交流や全体交流での交流を充実させた成果と言える。特にペア交流では、いいねシールの

取り組みをきっかけに楽しそうに友だちの良いところを見つける姿が見られた。また、児童が自主

的に赤鉛筆を使ってどこが良いと思ったのか線を引いている児童も多くいた。このように、楽しん

で取り組むことができたことを理由にアンケートの結果が改善されたと考えられる。 

 

 

 

 

国語の学習に関する意識 実施時期 あてはまる 
どちらかといえば

あてはまる 

どちらかといえば

あてはまらない 
あてはまらない 

自分の考えをワークシー

トに書くことが好き 

実施前 27.3％ 18.2％ 22.7％ 31.8％ 

実施後 79.2% 20.8% 0% 0% 

自分の考えをもつことが

できる 

実施前 40.9％ 31.8％ 4.5％ 22.7％ 

実施後 87.5% 8.3% 4.2% 0% 
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第４ 研究の成果 

 本研究の成果として３点挙げることができる。 

１点目は、自分の考えをもつことができる児童を増やすことができたことである。本単元の実施

前と比べるとどの児童も自力で考えをもつことができ、書く文量を増やすことや考える力を上げる

ができた。また、叙述を基にして考えをもてる児童が増え、空想だけによって考えをもつ児童が少

なくなった。 

 ２点目は、交流を充実させることができたことである。「交流する」の手だてにより、友だちの考

えと自分の考えを比べたり友だちの考えの良いところを積極的に見つけたりする児童を増やすこ

とができた。活発に意見交流をする中で、自分の考えを深めることができた児童が多数いた。 

 ３点目は、アンケートの結果から分かる通り、国語が好きな児童を増やすことができたことであ

る。本単元を通し、児童が楽しんで国語の学習に取り組む姿が見られるようになった。 

 以上のことから、考えを深めるための授業構成は一定の効果があると言えるだろう。 

 

第５ 今後の課題 

 本研究から見えた今後の課題として、以下の２点が考えられる。 

「考えをもつ」、「交流する」、「見直す」の授業過程の中の「見直す」の活動をさらに充実させていきた

い。「考えをもつ」で自分の考えをもち「交流する」の中で交流の中で友だちの良いところを多数見つけ

ることができるようになった。学習感想を見る中では、「見直す」活動の中で、友だちの考えを取り入れ

る児童や認める児童は多数いたが、自分の考えを聞き、自分の考えを変えるにいたる児童は少なかった。

本研究では、「見直す」時間を十分に確保することしかできていないため、さらに１時間の活動を精選す

ることにより、「見直す」ところを充実させていきたい。 

 ２点目は、時間の確保である。考えを書く文量が増え、書く時間や交流の時間が以前よりもかかるよ

うになった。そのため全体交流の時間が十分に確保することができず、「何でそう思ったのか」深く学級

全体で考える時間を確保することができないことがあった。授業構成やワークシートを再度見直し、さ

らに深めることができる授業にしていきたい。 
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補助資料 
【補助資料１】単元計画 

次 時 学習目標 学習活動 評価規準（評価方法） 

１ 第

１

時 

単元目標や場面分

けを確認し、学習の見

通しをもつことがで

きる。 

【構造と内容の把握】 

１単元の目標を確認する。 

 

 

 

２くりかえしがある絵本の読み聞かせを聞き、

くりかえしについて意識させる。 

３本時のめあてを確認する。 

 

 

 

４教師による範読を聞き、本文を七つの場面に

分ける。 

５初発の感想を書く。 

６学習を振り返る 

 

 

第

２

・

３

時

  

場面ごとに登場人物

の行動をまとめるこ

とができる。 

【構造と内容の把握】 

１本時のめあてを確認する。 

  

 

 

２音読をする。 

３繰り返しの場面（一〜三場面）について行動

の違いをまとめる。 

４四〜七場面の登場人物の行動をまとめる。 

５学習を振り返る。 

【知識・技能】 

言葉には、事物の内容

を表す働きや、経験し

たことを伝える働き

があることに気付い

ている。 

（発言・ワークシート

の記述） 

 

【思考、判断、表現】 

場面の様子に着目し

て、登場人物の行動を

具体的に想像してい

る。 

（発言・ワークシート

の記述） 

２ 第 

４

時 

 

第１場面のきつね

の行動から気持ちを

想像することができ

る。 

１本時のめあてを確認する。 

 

 

 

【知識・技能】 

言葉には、事物の内容

を表す働きや、経験し

たことを伝える働き

一場めんでぼうっとなったきつねのようす

をそうぞうしよう。 

場めんごとのとう場人ぶつの行どうをまと

めよう。 

きつねのおきゃくさまを読んでかんそうを

もとう。 

くりかえしに気をつけて、とうじょう人物

のようすを読もう。 
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 【精査・解釈】 ２一場面を音読する 

３かくにんタイム 

本文の叙述からきつねの行動がわかる文を抜

き出し、確認する。 

４じっくりタイム 

 ぼうっとなったきつねはどう思ったか考え

ワークシートにまとめる。 

５こうりゅうタイム 

① ペアで交流をする。 

② 全体交流をする。 

６じっくりタイムプラス 

友だちの考えを聞いた上で、自分の考えを見

直す。 

７学習を振り返る。 

があることに気付い

ている。 

（発言・ワークシート

の記述） 

 

【思考、判断、表現】 

場面のようすに着目

して、登場人物の行動

を具体的に想像して

いる。 

（発言・ワークシート

の記述） 

 

 

 

 

【主体的に学習に取

り組む態度】 

登場人物の行動を基

にすすんでようすを

考えている。 

（個別学習・話合いの

様ようす） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第

５ 

時 

 

 

第２場面のきつね

の行動から気持ちを

想像することができ

る。 

【精査・解釈】 

１本時のめあてを確認する。 

 

 

 

２二場面を音読する。 

３かくにんタイム 

本文の叙述からきつねの行動がわかる文を

抜き出し、確認する。 

４じっくりタイム 

ぼうっとなったきつねはどう思ったか考え

ワークシートにまとめる。 

５こうりゅうタイム 

① ペアで交流をする。 

② 全体交流をする。 

６じっくりタイムプラス 

友だちの考えを聞いた上で、自分の考えを見

直す。 

７学習を振り返る。 

 

 

第

６

時 

第３場面のきつね

の行動から気持ちを

想像することができ

る。 

【精査・解釈】 

１本時のめあてを確認する。 

 

 

 

２３場面を音読する。 

二場めんでぼうっとなったきつねのようす

をそうぞうしよう。 

 

三場めんでぼうっとなったきつねのようす

をそうぞうしよう。 

。 
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３かくにんタイム 

本文の叙述からきつねの行動がわかる文を

抜き出し、確認する。 

４じっくりタイム 

ぼうっとなったきつねはどう思ったか考え

ワークシートにまとめる。 

５こうりゅうタイム 

①ペアで交流をする。 

②全体交流をする。 

６じっくりタイムプラス 

友だちの考えを聞いた上で、自分の考えを見

直す。 

７学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考、判断、表現】 

文章の内容と自分の

体験を結び付けて感

想をもっている。 

（発言・ワークシート

の記述） 

 

第

７

時

  

 一～三場面のきつ

ねの行動から、あひ

る・ひよこ・うさぎに

対する思いの変化を

考える。 

【精査・解釈】 

１本時のめあてを確認する。 

 

 

 

２一～三場面を音読する。 

３かくにんタイム 

 どんなおにいちゃんと言われたかワークシ

ートに抜き出し、確認する。 

４じっくりタイム 

 あひる・ひよこ・きつねに対しての食べたい

気持ちをグラフに表す。 

５こうりゅうタイム 

① ペアで交流をする。 

② 全体交流をする。 

６じっくりタイムプラス 

友だちの考えを聞いた上で、自分の考えを見

直す。 

７学習を振り返る。 

第

８

時

  

本

時 

 きつねはどんなこ

とを考えてきつねと

戦ったのか考える。 

【精査・解釈】 

１本時のめあてを確認する。 

 

 

 

２四場面を音読する。 

３かくにんタイム 

 本文の叙述からおおかみときつねの行動が

わかる文を抜き出し、確認する。 

どうしてきつねはおおかみとた

たかったのか考えよう。 

くりかえしの場めんをくらべよう。 
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４じっくりタイム 

 おおかみと戦った時、きつねは心の中でどん

なことを考えていたのかを考え、ワークシー

トにまとめる。 

５こうりゅうタイム 

① ペアで交流をする。 

② 全体交流をする。 

６じっくりタイムプラス 

友だちの考えを聞いた上で、自分の考えを見

直す。 

７学習を振り返る。 

第

９

時 

 物語の最後、きつね

がしあわせかふしあ

わせか考え、自分の考

えをもつことができ

る。 

【精査・解釈】 

１本時のめあてを確認する。 

 

 

 

２四場面から最後まで音読をする、 

３かくにんタイム 

きつねはどのように戦いどうなったのか文 

の叙述を抜き出す活動を通しきつねの行動を 

確認する。 

４じっくりタイム 

きつねは最後幸せか不幸せか考え、自分の考

えをワークシートにまとめる。 

５こうりゅうタイム 

① ペアで交流をする。 

② 全体交流をする。 

６じっくりタイムプラス 

友だちの考えを聞いた上で、自分の考えを見

直す。 

７学習を振り返る。 

 

３ 第

10

時 

きつねの気持ちに

ついて考えをもち、ワ

ークシートにまとめ

ることができる。 

【考えの形成】 

文章を読んで感じ

たことや考えたこと

を共有し、違いがある

１本時のめあてを確認する。 

 

 

 

２じっくりタイム 

もしも、お空からおはかの前でかなしむひよ

ことあひるとうさぎのことをみていたらき

つねはどんなことを考えているか考える。 

【思考、判断、表現】 

文章の内容と自分の

体験を結び付けて感

想をもっている。 

（発言・ワークシート

の記述） 

 

 

今まで学んだことをもとにきつね

が何と言うかそうぞうしよう。 

 きつねの行どうからきつねの気もちをそう

ぞうしよう。 
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ことに気付くことが

できる。 

【共有】 

３こうりゅうタイム 

①  ペアで交流をする。 

② 全体交流をする。 

４じっくりタイムプラス 

友だちの考えを聞いた上で、自分の考えを見

直す。 

５学習を振り返る。 

【主体的に学習に取

り組む態度】 

登場人物の行動を基

にすすんでようすを

考えている。 

（個別学習・話合いの

ようす） 
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【補助資料２】  

ワークシート 

第１時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２・３時 
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第４時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５時 
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第６時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７時 
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第８時 

第９時 
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第１０時 

 

 


